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⚫ 本工事は、バーチカルスロット方式の魚道を整備するものであるが、従来の二次製品に比べ遡上能力の低い魚類等
にも対応する隔壁として、隔壁表面に凹凸を施すため3Dプリンタによる積層形状を活用することを提案。これにより、
従来のプレキャスト隔壁と比較して、遡上能力が低いエビやハゼ、ウナギなどの遡上が容易となり、より多様な河川生
態系の創出に寄与。3Dプリンタを活用した魚道隔壁ブロックの製作は本工事が日本初。

⚫ 弘前大学と産学連携による共同研究の一環として行われた遡上実験では、3Ⅾプリンタ製作コンクリート(粗面)と通常
コンクリート(滑面)における魚類・甲殻類の遡上を比較した結果、3Ⅾプリンタで製作された魚道の場合でのみ、表面が
積層状の粗面となることから魚類や甲殻類の遡上を補助する効果が得られ、より良い遡上成功率を計測。

⚫ 従来工法と比べ隔壁の製作において実働日数40日間、施工人工40人の短縮を可能として魚道の生産性を向上さ
せ、現場作業の省力化に寄与。

【取組概要】
・河川の工事は主に非出水期（11月～5月）の限られた工
事期間の中で効率よく施工を進めて行く必要がある。今回対
象の魚道は隔壁に鉛直の隙間を設けたバーチカルスロット型で
あり、形状が特殊で既製品がないため、型枠の加工や組立・
解体といった工程が必要となる。そこでインフラDX推進の一環
として建設用３Dプリンタを活用した隔壁の残存型枠を作成し、
内部にコンクリートを打設する工法を採用することで、省人・省
力化、品質向上や工期短縮等の生産性向上を実現。

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者 東北地方整備局 宮城南部復興事務所

業 者 名 株式会社橋本店

工 期 2023年4月14日～2025年3月31日

施工場所 宮城県伊具郡丸森町

請負金額 489,863,000円 遡上実験状況(ウナギ)

３Dプリンタ魚道完成

３Dプリンタ隔壁造形状況

３Dプリンタ隔壁造形完了
省人化・省力化の効果グラフ
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